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出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事。

＜患者様連絡事項＞

・吉岡　豊作様～本日ご家族様付き添いのもと室岡整形外科受診し、内服薬７日分処方されています。痛みの訴えがない場合は再受診になくてよいとの事。また、セフジトレン飲み切り中止の指示でております。

・下道　重雄様～明日15：30主治医面談予定となっています。
・船場　六郎様～担当医より、血圧3検と毎日の体重測定の指示でております。
＜深澤Dr診察＞

・苫米地　伊登子様～本人様より便秘の訴えあり、センナリド処方され以後定期処方となります。

・百澤　豊子様～心不全と腎不全が悪化傾向である為、来月主治医面談予定とし、日程調整はSWが行っていく事としています。また、9/1採血予定。
・村上　トクエ様～糖尿病改善ない為、担当医より9/1に採血の指示が出ています。結果を見て食事服薬の変更を検討していくとの事です。
・山口　慶一様～臨時薬に変更なく７日分処方となっています。初外来日が9/17（木）10:00となっています。
・荒川　芙美子様～ＬＴセットＣプランからＡプランに変更になります。8/26から、感染症が落ち着く

までの予定です。下着は家族の方が多めに持って来てくれるそうです。

・大里　光子様～本人様より息子様との面会を希望しており、隔離解除後面会へ来ていただくように受け持ちスタッフは促しお願いします。また、衣類の希望もある為、合わせて連絡して下さい。
＜田名部Dr診察＞

・松本　ナチ様～臨時薬は同内容で7日分処方となっています。

・宮下　フミ様～臨時薬は同内容で7日分処方、以後定期となります。今後、ミトンの使用については、スタッフ見守りの下外してみて検討していく事としています。

・大崎　ツヤ様～独語、放歌、暴言聞かれるため、デパケン細粒が追加処方となっています。
＜OTより＞

・奥寺　徹様～前傾加速歩行みられており、見守りと声掛け要しています。転倒に注意し見守りの徹底お願いします。

・宮下　フミ様～現在使用中のミトンは病棟のミトンであり、今後も継続してミトンを使用する場合は家族様へ依頼の検討お願いします。

・下道　重雄様～医療用着圧ソックスが脚に食い込んでいることがあるため、鬱血にならないようこまめに観察し、食い込みが酷い場合は一時的に脱がせるようにして下さい。
＜要注目患者様＞

・村木　郡保様～夜間中途覚醒し、落ち着きなく徘徊、他室侵入繰り返し、介入にも易怒性見られています。主治医へ報告し、抑肝散が追加処方となり、不穏時の予測指示が開始となっています。精神症状の変化や他者トラブルに注意していきましょう。

＜勉強会＞

認知症の脳活性化リハビリテーション
認知症のリハビリテーション
認知機能障害を背景に、認知症の人は日々の生活で度々失敗することから、不安や混乱を抱えて生活している。このことを理解し、受容的に接すると症状が安定し、進行が緩徐になる。認知症になっても人格があり、感情があり、感情に訴えると心が通じ、生活力が向上する。認知機能そのものを向上させようとする認知リハはなかなか効果が上がらないが、残存機能を活かして笑顔と生活機能の向上をめざすリハは比較的有効で、軽度の認知症であれば認知機能までもが改善する例もある。
脳活性化リハビリテーションの原則
脳活性化リハの原則は、
1 快刺激が笑顔を生み意欲を高める。
2 褒めることがやる気を生む。
3 会話が安心を生む。
4 役割を演じることが生きがいを生む。
である。認知機能そのものを高めようとするのでなく、「認知症があっても前向きに楽しく生活できること」を目標にするとよい。
脳活性化リハビリテーションの実際
脳活性化リハでは回想法やゲーム、芸術など様々な手法を用いる。回想法は、古い生活道具を使って回想を引き出すだけでなく、道具を使いながら自分の輝いていた時代をリアルに思い出し、自信を取り戻す効果と、道具の使い方をスタッフに教えるという役割を演じることによる効果で、認知症高齢者が元気になる。また、回想法に関わったスタッフが、認知症高齢者の隠された能力を発見して接し方が変わるといった効果も見られる。大切な点は、どんな手法を用いるかではなく、快刺激、褒める、楽しいコミュニケーション、役割によって笑顔とやる気を引き出すことにある。廃用を極力減らし、脳病変進行よりも脳活性化を大きくすることで、進行に傾いていたバランスを、維持～回復へ傾くバランスに修正することを目指す。
～老年期認知症研究会　群馬大学所属医学部保健学科　教授　山口　晴保ＯＴＲ　より～
